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今回、千歳市日の出にある『有限会社サカイ商会』様をご紹介します。 

昭和５８年に先代の社長（現社長の父親）が自衛隊を退職し会社を設立して約３０年が経過 

したそうです。 

業務内容は、刺繍ワッペン、刺繍ネーム、トロフィー、カップ、楯、メダル、作業服、半纏、 

オリジナルＴシャツ、帽子の名入れなどの名入れ物を中心に幅広く営業されています。 

酒井社長に営業に対する会社の姿勢を伺いました。 

Q：千歳に同業者さんは何件くらいあるのですか。 

Ａ：恵庭に同業者はいますが、千歳では自社で刺繍まで出来るところは当社しかありません。 

Q：刺繍での苦労は？ 

Ａ：ミシンを動かす為の刺繍データを作成するのに時間がかかるのと、刺繍の絵には何万本 

もの針の打ち込みがあるので非常に気を使います。 

Q：会社の社員に常日頃言っていることは何ですか？ 

A：地元の利と外注ではなく自社刺繍の利を活かし、極力お客様の予算と納期にあわせられ 

      るよう努力しています。 

ところで、酒井社長は表題にあるように小さい頃からたいへんな野球好き。 

それが講じて今は野球部の部長をされています。 

Q：野球部はいつ設立されたのですか？ 

A：2005 年に「CBC 北海道」を立ち上げ 2009 年には「トランシスマーリンズ」 

      で全道選手権で優勝し、西部ドームで開催された第 34 回全日本クラブ野球選手 

権に出場しました。 

Q：野球部の部長をしていて嬉しかったこと、感動したことは何ですか？ 

A：今年のドラフトでトランシスの神保
じ ん ぼ

貴
た か

宏
ひ ろ

君が楽天の育成ドラフト１位に指名され 

入団が決定、自分のチームからプロの選手を輩出したことです。 
ﾄﾗﾝｼｽﾏｰﾘﾝｽﾞと一緒に 
刺繍等ご相談があれば親身
の相談にのってくれます。 
TEL：24-2567 /FAX：26-6355

サカイ商会様で作られた
楯やﾄﾛﾌｨｰ、刺繍などが
たくさんありました 

酒井社長 

今日は仕事のこと、大好きな野球の事を聞かせていただいてありがとうございました。 

（談：Eyes・田中） 

野球大好き！！ 

カミノトピックス 

 
 
  
 
 
 
                                                                           
                             
 
 
 
 

 

 
 
 
 

本部棟売店の裏谷さん
（左）と磯松さん（右） 

第二売店の角谷さん 

新商品、限定品にも敏
感な若者たちです 

７００個のｹｰｷはあっと
いう間に完売 

ｹｰｷﾌｪｱは大人気です 

 

当社は、千歳科学技術大学さんの本部棟と研究実験棟の２ヶ所に売店を出しています。 

普段は、本部棟売店が８時４５分～１８時まで、研究実験棟の第二売店が１１時～１６時３０分まで営業をしていま

す。パート３名が飲料水、お弁当、パン、お菓子、日用雑貨、書籍類、事務用品等、学生が必要とする商品を考えな

がら仕入れ、販売をしています。春・秋には教科書、テキスト、実験で使用する白衣、関数電卓、電子辞書、ノート

パソコン等授業で使う商品も取り扱っています。 

時には、コンビニでアルバイトをする学生から新商品についてアドバイスをもらうこともあり、売店のおばちゃん（い

えいえ「おねえさん」です）と呼ぶ学生たちのお母さん的存在として、大学の先生や職員、友達にも相談のできない

悩みを聞くと言う事もあります。特に１人暮らしの学生たちからの相談されるケースも多く、毎年実施されている学

校アンケートにも「売店で話を聞いてもらい元気をもらった」等、うれしい言葉もいただいています。また、卒業し

た学生からも大学に来て売店に寄ってお土産を置いてくれる方もおりました。就職が無事に決まり喜びの報告や、社

会人となって近況報告に来てくれる方など、多くの方々に支え支えられていると感じています。 

 年に数回「ケーキ、ドーナツ等のフェア」、暑い時には「ジュース」、「アイスクリーム」、寒くなると「肉まん・あ

んまん」等のイベントを実施しています。１月に入ると卒論に向けて夜遅くや泊り込む学生も増えてきます。「腹が減

っては戦は出来ぬ」第二売店では時間延長をして学生のサポートをしています。今からちょっとお疲れ気味の学生が

「おばちゃ～ん」と言いながらやってくる姿が目に浮かびます。苦しい時は温かく見守り、うれしい時は一緒に喜び、

そんな売店を続けて行きたいと思っています。（談：Eyes・斉藤） 

学生のサポーターでありたい・・・ 



 
 

 

   

 
 
                       
  

 

 

 

     

  

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０１１年 １２月 ２９日  ＶＯＬ．７８ 

発行元：㈱カミノ 

TEL：0123-23-4255  ／  FAX：0123-24-1381

 e-mail：kamino@rose.ocn.ne.jp 

 

  2012 年世界は大きく変わろうとしています。 

私たちはお客さまへの「価値あるお役立ち」をより進化

させ、地球環境、コストなど時代にキーワードをしっか

りサポートしていきます。 

そこで、「Kamino Springfesta2012」を企画しました。

皆さまに役立つ ECO・環境・オフィスコストの削減など

新情報、新商品を一同に取り揃えて展示をさせていただ

きます。是非この機会にご来場いただきければ幸いです。

 

日時：2012 年 1 月 26 日（木）・27 日（金） 

場所：千歳アルカディア・プラザ １Ｆ 

 

ほんの一例・・・ 

●RICOH  MP C3301/C2801 

 

 

 

 

●RISO オルフィス X9050 

 

 

 

 

●LED  

2012年は、「進取
しんしゅ

果敢
かかん

」で取組みます。 

今年も残すところわずかとなりますがこの一年のご
愛顧に感謝申上げます。 
 
3.11 東日本大震災・原発事故をはじめゲリラ豪雨に、
タイ大洪水など自然災害の脅威と、アラブ諸国の革命、
ＥＵの財政危機など世界も、また大きな変革を迫られた
年となりました。私たち日本人は、「がんばろう日本」
をスローガンに、絆に共助と過去の教訓から結束をより
どころに心一つに努めてきました。しかし国の対応の遅
れか、災害復旧のマニアルの不備、不徹底なのか、復興
にはまだまだ時間を要するようで、多くの被災地、被災
者の皆様の心労を思うと、歯がゆく私たちにできること
の限界を感じます。一日も早い復興を願ってやみませ
ん。 
世界の人口が「７０億人超える」こんなニュースもあ
りました。日本はもちろん減少、心もとない子ども手当
てなどの少子化対策。またＴＰＰ参加検討で日本の産
業、農業をどうしたいのか、今の政府から将来の日本が
なにも見えてきません。政権党も野党もこれまでを反省
して、しっかり国民に向けて責任あるメッセージと行動
を伝えなければ、既成政党への否定がより活発化するこ
とを危惧してなりません。 
 
皆さまのご愛顧のおかげで、創業 54 年を迎えまし
た。経済は生き物といわれるように、紆余屈折 好不調
はまだまだ続きますが、これからもお客様の支えをより
どころに「価値あるお役立ち」を原点に、商いをしっか
り継続していくことをお約束します。社員一同、皆さま
から存在価値のある企業と認知いただけるよう、更なる
努力に努めます。 
２０12年が穏やかな年でありますよう祈念申上げま
す。 

２０11年 12月 29日 
株式会社 カ ミ ノ 

代表取締役社長 青 木 昭 弘 

 
先日、ＬＥＤ照明をご購入いただきました「北海道エ

アメール株式会社」様と「有限会社千歳調剤薬局」様に

CO2 削減証書をお渡ししました。 

導入していただくにあたり、現地調査をし、シュミレ

ーションをして何がベストの照明になるか何度もお話、

検証をしました。その間当社も勉強することが多々あり

ました。提案することは、商品を売るばかりでなく、勉

強もできるものと実感しております。 

電気料金のコスト削減はもとより、節電や CO2 削減は

今後の地球環境を考える上では避けられない事です。 

まずシュミレーションだけでもいかがでしょうか。 

 

 

地球環境にやさしく 

Kamino Springfesta 2012 

２０１１年の仕事納にあたって 

先日、千歳市内で避難生活を送る東日本大震災の被災

者２世帯にＦＦ式ストーブを寄贈させて頂きました。 

千歳で暮らす避難者は２１世帯６０人で、今回提供をし

た北陽３丁目の雇用促進住宅おさつ宿舎には１５世帯

４９人の方々が入居されています。 

先月の新聞やニュース等で暖房器具が不足している

と聞き、当社として何か出来る事がないかと考え、この

度お手伝いをする運びとなりました。 

 当日は、千歳も氷点下の気温で今年１番の寒さでし

た。設置させて頂いた１世帯の深川さんとお話ができま

した。職場が被災した体験や現在家族と離れて暮らして

いる事を聞いて、あらためて今回の震災がもたらしたす

ごさを感じました。 

 点火して部屋が暖かくなり、その場にいた深川さん、

ストーブ取り付けの方々と 

一緒に笑顔になれたのが、 

一番良かったと感じました。 

気持ちも温かくなりますよう

千歳調剤薬局様 北海道エアメール様 
これからも日本人の心「絆」 

を大切に少しでもお手伝いを 

していければと思います。 


